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＜あらまし＞　パンデミックや人種差別問題など数々の問題が存在する世界で、多様な人々
と平和的に共生していくためには、地球市民意識をもつ人を育むことが必要なのではないだ
ろうか。本稿では、地球市民意識の涵養に向けて、小学校外国語科で行う国際理解教育を模
索する。小学校６年生93名を対象にCLILという外国語教授法を用いて、人権と難民問題に
ついて学習を進めた。検証方法は、児童の記述をKH Corderより共起ネットワークを作成し
て典型的な記述を明らかにすることや、学習した語彙と英語表現を問うGoogle Formでのテ
ストと既習事項を用いたアウトプット、地球市民意識に関しての質問紙調査を事前・事後で
実施し、対応のあるt検定により統計処理を行い比較していく。結果としては、言語能力の
向上は知識・技能については少し見られた。地球市民意識に関しては、地球的課題に対して
活動している団体のことについて学習内容の知識はついたが、全体的な意識向上は明確に見
られなかった。
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1．はじめに
新型コロナウイルスのパンデミックに伴い、世界
経済は停滞し、全世界の人々が生活を脅かされるこ
ととなった。生活の不安定さや不安からパンデミッ
クの犯人探しが行われ、ウイルスとの戦いのはずが
人と人との睨み合いへと発展した。パンデミック前
には、“ Black lives matter. ”という言葉を象徴にア
メリカ発信の人種差別問題が世界的に注目された。
全世界の現状として、各国の関係状況の悪化、国際
的に広まった人種差別への反対運動、21世紀も終わ
らない紛争など、数々の問題が蔓延している。これ
ら諸問題の発端は地球上のどこかの地点であるが、
地球的課題として全人類の課題となっている。その
ような世の中の急激な変化の中、地球的課題に対し

て無関心な子どもたちが大人になった時、世界のい
ろいろな人と共存していくことができるのだろうか。
そして、地球的課題に関心をもちその解決に向かっ
て自分ができることから行動し、多様な人々と共存
できる資質・能力を育てるためには、学校教育はど
のようなことができるのだろうか。
学校教育では、学校行事や総合的な学習の時間にお
いて、ESD（Education for Sustainable Development）
や SDGs（Sustainable Development Goals）など
地球的課題をテーマに取り組んでいる学校は多い。
外国語活動や外国語科でも地球的課題をテーマにし
た授業を実践している学校も見られる。本稿では、
地球的課題に関心をもち、グローバル社会で多様な
人々と共存していくための資質・能力を育むこと、
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すなわち市民性教育の目的の1つとなる地球市民意
識の涵養に向けて、国際理解教育の学習内容をテー
マに扱った外国語教育のカリキュラム開発と実践を
模索した。ただし、地球的課題をテーマに扱った実
践において、主体的で内容が深いテーマを小学校外
国語科の時間で行うことは難しいと言える。それを
可能にするために、CLIL （Content and Language 
for Integrated Learning） と呼ばれる方法に着目す
る。それは内容言語統合型学習と訳され、テーマと
して選んだ内容を深く考えさせるとともに、言語習
得をも目指す教授法である。

2．先行研究
2. 1．学習指導要領が目指す資質・能力とこれから 

   の小学校外国語教育
文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説外国
語活動・外国語編では、外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方を育成することが大切
であると書かれてある。その見方・考え方とは、「外
国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にあ
る文化を，社会や世界，他者との関わりに着目して
捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況
等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，
再構築すること」（p.67）と示されており、文化、社
会や世界、他者との関わりという言葉が使われてい
る。文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説外
国語活動・外国語編 第2部第2章第2節「3.指導計
画の作成と内容の取扱い」（3）イには「英語を使用
している人々を中心とする世界の人々や日本人の日
常生活，風俗習慣，物語，地理，歴史，伝統文化，自
然などに関するものの中から，児童の発達の段階や
興味・関心に即して適切な題材を変化をもたせて取
り上げるもの」（pp.133-134）と記述されている。
さらにイ（ウ）には、「広い視野から国際理解を深め，
国際社会と向き合うことが求められている我が国の
一員としての自覚を高めるとともに，国際協調の精
神を養うことに役立つこと。」（p.135）とも述べら
れている。ここでは文化を始めとして様々な内容を
取り扱い、国際協調の精神を扱うことを述べている。
これらの側面は、後述する地球市民教育と通ずるも
のがある。そこで求められる資質・能力は、汎用的
能力である「知識・理解」や「批判的思考や判断力」
に加え、「異文化や多様性の尊重・寛容」、「地球市民
の自覚・責任・行動への意欲」などの、地球市民意
識に関連するものだと考えられる。例えば、坂本・
寺崎（2020）は、小学校外国語教育の現状について
「日本において求められている21世紀型外国語教育
は、『地球市民教育としての外国語教育』という視点
を入れ、ESD（持続可能な開発のための教育）に寄
与すべきものである」（p.113）とし、それらの視点

を入れたCLIL実践を紹介している。内容を地球規
模で起きている課題と関連させ、学びを発信する授
業を実践している。その実践より、「『従来の英語教
育観』から抜け出し、多文化社会において共生・協
働する地球市民を育むことに貢献できる小学校英語
教育への転換の必要性を主張することを試みる。」
（p.114）とし、研究成果をまとめている。つまり、地
球的課題など国際理解教育の学習内容をテーマした
CLIL実践により、地球市民意識を育成することが
できるのではないだろうか。

2. 2．市民性教育と国際理解教育
市民性教育とは一体どういうものなのであろう
か。そもそも、市民という言葉にはいろいろな定義
が存在する。藤原（2018）は、様々な定義が存在す
ることをブリタニカ国際大百科事典から引用しなが
ら説明しており、「市民教育における市民とは、『権
利と義務をもったコミュニティ（共同体）の成員』
と定義しておく。」（p.58）としている。そして、橋
崎（2019）は、市民性教育に関してどうして国民で
はなく市民という言葉を使うのかについて「理由の
1つが、人・モノ・コト・情報などが国境を越えて
行き来する、いわゆる『グローバル化』の結果、国
内の多文化化・多民族化がより意識されるようにな
り、同質的な国民の育成を目標とするだけでは実態
にそぐわないようになったことが挙げられます。」
（p.12）としている。つまり、市民の定義にあるコ
ミュニティとは国家を最大規模にするのではなく、
地球規模と捉える必要があるということだ。
市民性教育は関連する領域として国際理解教育が
ある。これら二つの教育領域は密接に関連しており、
国際理解教育の目的の1つとして市民性を育成する
ということが含まれているとも捉えられる。大津
（2010）によると、学習領域は4つに分けられる（図1）。

その学習領域は、A多文化社会・Bグローバル社

図1　学習領域の構造 
（大津（2010）より抜粋、下線は筆者）
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会・C地球的課題・D未来の選択の 4領域である。
また、「どの領域を学習しても知識・理解のみに終
わるのではなく、『未来の選択』にどういう形でかつ
ながっているのが望ましい。」（p.39）とし、図1の
ような学習領域の構造を示している。下線にあるよ
うに、国際理解教育の内容を学習し未来への選択へ
つなげていくことが大切であり、未来への選択の中
に市民意識の育成が含まれていることがわかる。

2. 3．CLILとは
CLILとは、内容言語統合型学習のことであり、

「Content（内容）」、「Communication（言語）」、
「Cognition（認知）」、「Culture（文化）」の 4Csの
枠組みを意識して授業作りを進めていくことが大切
であり、これがCLILの特徴であると言える。
Coyle, et al.（2010）によると、4Csの具体を次の
ように説明している。

Contentについては、CLILプログラムの中には、
従来の教科カリキュラムが適切な場合もあるが、教
師の扱いやすさ、言語サポート、学習者の年齢、学
習環境の社会的要求など、文脈上変化する状況に
よっては、教科と異なるコンテンツの選択がより適
切であることもあると示唆している。そして、教科
と異なるコンテンツとしては、時事的な問題、環境
やインターネットなどのテーマ別学習、複数教科の
クロスカリキュラム、国際問題を取り上げた市民権
などがあげられている。

Communicationについて、CLILの授業では外国
語または第二言語を扱い学習を進めていくことが基
本となる。教師と生徒や生徒同士などの対話的な学
びが大切であるとしている。

Cognitionについて、CLILが効果的な学習とな
るためには認知的な関与が必要であるとし、ブルー
ムのタキソノミーを紹介している。思考の段階を大
きく2つに分けており、1つが低次思考力であり、も
う1つが高次思考力である。（図2）

Cultureについては、“culture （developing intercultural 
understanding and global citizenship）”（p.41）とまと
め、教室でのやり取りが大切であり、そこから文化

間コミュニケーション能力や地球市民意識が育まれ
るとし、深い学びに繋がると示唆している。
日本でのCLIL実践はさまざまな校種で行われ、
内容と言語の理解を深めたり、知的好奇心や協同学
習の質を高めたり、地球市民としての意識を育むこ
とができたりする可能性があることを示し、肯定的
な結果と考察を示している研究がある（笹島・山野 
2019, 町田 2019, 坂本 2019）。池田他（2016）は、
「CLILが最終的に目指すのは、つまるところ 21世
紀を生き抜く地球市民の育成である。」（p.14）と
し、4Csの枠組みを考慮して授業を行なっていくこ
との大切さを示唆している。
大学レベルでは言語能力の向上についてテストを
用いて検証し、地球市民意識の向上も質問紙調査を
実施して量的データによって検証している研究が存
在する（工藤 2019）。しかし、小学校レベルでは、
言語能力の向上を児童へのアンケートで検証するこ
とに留まっている。また、地球市民意識に関しては
児童の感想より考察しているものがほとんどであり、
量的データより検証している研究は筆者が探すかぎ
り存在しない。よって、本研究は児童の記述分析と
テストや質問紙調査の量的データを用いて検証する。

3．研究の目的
本研究の目的は、以下の2つについて探究するこ
とである。
①小学校外国語科の時間で行う国際理解教育を扱っ
たCLIL実践によって、言語能力は向上するのか。
②小学校外国語科の時間で行う国際理解教育を扱っ
たCLIL実践によって、地球市民意識の涵養は可
能であるか。

4．研究の方法
本研究の対象は、小学校6年生93名である。まず
は、言語の年間目標と内容の年間目標を学習指導要
領が示す3観点別に設定する。そして、1学期に国際
理解教育のテーマを扱ったCLIL実践を外国語科の
時間で行う。言語能力の向上については、1学期末
に学習で使用した語彙や表現の理解度をGoogle 
Formを用いたテストを実施したり、既習表現や学
習した語彙を用いたアウトプットをさせたりするこ
とにより検証する。地球市民意識の涵養に関しては、
石森（2013）を参考に小学生版地球市民意識に関す
る質問紙を筆者が作成する。そして、4月と6月に5
件法で質問紙調査を行い、事前・事後での変化を検
証する。また、10項目ある質問項目のうち3項目に
ついて理由記述させ、それをKH Corderを用いて
共起ネットワークを作成し、典型的な記述を明らか
にしながら考察する。

図2　ブルームの改訂版タキソノミー、 
笹島、山野（2019）より引用

国際理解教育のための小学校外国語教育
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5．実践について
5. 1．言語目標の設定
言語の目標については、教育内容と小学校学習指
導要領を照らし合わせて年間目標を設定した（表1）。

表1　外国語の年間目標

知・技

人権や平和問題に関する英語表現を知り、
それらについて読む、書く、話す、聞くの
４技能を使ってコミュニケーションにおい
て活用できるようにする。

思・判・表

人権問題や平和問題に関して、外国語を
通して自分の考えや気持ちなどを相手にわ
かりやすく伝えることができる基礎的な力
を養う。

主体

世界で起きている問題や文化を自分ごと
として捉え、その解決に向けて現在やこれ
からの生き方について外国語で表現しよう
とする態度を養う。

5. 2．内容目標の設定
内容の目標は、大津（2010）が示す学習目標を参
考に年間目標を作成した（表2）。

表2　大津（2010）が示す学習目標を参考に
作成した年間目標

知・技

①人権や平和問題に関して、誰もが安全
で安心して暮らす権利を持っていること理
解している。
②人権や平和問題を解決するために行わ
れている取り組みを知っている。
③人権や平和問題を、自分たちの身の回
りとのつながりを意識し、自分ごととして
考えることができる。

思・判・表

①人権や平和問題について、その解決に
向けて自分は何ができるのかを考え、言語
などを通して他者に効果的に伝えることが
できる。
②身の回りのことについて、権利侵害が
あるかどうか多面的に考えることができ
る。
③さまざまな問題について自ら調べ、必
要な情報を収集し、自分の考えを表現する
ことができる。

主体

①誰もが安心・安全な暮らしをするため
に、自分や他者の人格や人権を尊重しよう
としている。
②世界や地域には、さまざまな文化や他
者がいることを認識し、その多様性を受け
入れようとしている。
③社会で起きている問題を、解決のため
に他者と協力しようとする。

5. 3． 単元計画について
目標を達成すべく、1学期に 2つの単元を設定し

た。1つ目は「人権とは何だろう？」とうテーマで
人権のことについて世界人権宣言を軸に考えた（表
3）。なお、外国語科の時間での実践であるため、パ
ワーポイントなどの視覚的補助を多く含む教材を使
用しながらできるだけ英語で進めるように心がけた。
しかし、内容理解に重点をおく必要があったため、
すべての時間で英語のみを使用して進められたわけ
ではない。ゲストティーチャーも同様に、内容理解
に重点を置くため日本語での講義となった。言語活
動では、児童には基本的に学習した英語表現を使用
させたが、話し合いは日本語で行わせた。

表3　単元計画：人権ってなんだろう？
内容 評価

１ 航海へ行こう。 知・技①
２ 「人権」とは何か考えよう。 知・技①
３ 世界人権宣言を知ろう。 知・技①

４ 世界人権宣言が世界で守られ
ているか比較しよう。

知・技①,③

最初に「人権」をテーマに世界人権宣言を扱った実
践を行った。『なかまとともに2』（奈良県教育委員会 
2014）、『ABC:人権を教える』（国連広報センター 
2004）、『R IG H TS,  WA N TS &  N E E DS』
（UNESCO CANADA 出版年不明）を参考に授業を
考案した。世界人権宣言を扱った理由としては、国
際理解教育の永遠のテーマとも言える自分ごと化に
迫るためである。地球規模の問題を対岸の火事と捉
えるのではなく、自分ごと化するための教育方法と
しては、体験活動や現地とのつながりなど様々な方
法が言われている。しかし、このコロナ禍において
どこかへ出向いての実習や体験活動の実施、グルー
プで顔を寄せ合って活動することは好まれない状況
にある。野崎（2011）は、自分ごと化に迫るための
方法として、子どもたちが世界人権宣言を人類共通
の普遍的な権利として理解し、常に地球的課題と世
界人権宣言を照らし合わせることで自分ごと化がで
きるのではないかと示唆している。
授業実践について、第1時では無人島へ持ってい
くものを決める活動を行なった。持っていくものの
選択肢は、『なかまとともに 2』（奈良県教育委員会 
2014）を参考に、児童にわかりやすい英語で独自に
訳した。
第2時では、グループが選んだ持ち物を学級全体
で共有した。そして、人として健康で幸せに生活で
き、成長していけるために必要なものは何かを考え、
ワークシートにまとめた。
第3時では、Amnesty international Japanのサイ
トより世界人権宣言について個人で学ぶ時間をとり、
世界人権宣言について英語と日本語でまとめた資料
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を配布した。そして、児童は、ミャンマー、イエメ
ン、ブルキナファソ、シリアで暮らす12歳前後の子
どもたちの暮らしを視聴した。その中から1つの国
を選び、その国の生活は世界人権宣言が示す権利が
守られているかどうかについてワークシートを使っ
てチェックした。
第4時は、第3時の続きから始まり、それぞれが
記録したものを全体で共有した。最後に、Google 
Formよりそれぞれの human right best3を投票し
全体で確認した。
第2単元では、「難民」をテーマに授業実践を行っ
た（表4）。難民を考える際には中東の難民問題もあ
るが、ミャンマーの難民問題を取り上げることにし
た。なぜなら、クラウドファウンディングによって
ミャンマーの難民問題に対して行動している小学生
が存在し、その事実からより身近に感じることがで
き、自分ごと化されるのではないかと考えたからで
ある。

表4　単元計画：難民について考えよう
授業内容 評価

１ 世界の米料理ついて知る。 主②

２ アラビア文字の書道体験（奈良教育
大学　小村明子特任講師）

主②

３ イスラームと難民（ロヒンギャ）
知・技③
思・判・表
②主②

４ 世界の難民の現状や問題について
（国連UNHCR協会　芳島昭一様）

知・技 ②,
③

５ 今の私にできること、これから私が
やってみたいことを考える。

知・技③
思・判・表
現①

第1時の世界の米料理については、イスラームに
関連するビリヤニからロヒンギャ難民へとつなげよ
うと試みた。実際、児童にとって難民という内容が
難しく心への負担が大きいと考えたため、導入だけ
でも楽しさを感じられるような題材にするため計画
した。
第2時では、「アラビア文字で自分の名前を書いて
みよう」と題して奈良教育大学小村明子特任講師に
お話をいただいた。ロヒンギャ難民はイスラームが
原因として難民になっている。しかし、児童は宗教
の話をしても理解できない可能性が高い。そこで、
イスラームという宗教の話よりもイスラーム文化を
体験するほうが良いと判断し、アラビア文字の体験
を進めることになった。当日は、アラビア書道につ
いて小村明子氏によりオンライン講義をいただき、
児童はアラビア書道の体験をした（図3）。
第3時では、イスラームについて理解を深めるた
めにハラールマークから始まる実践を模索した。ハ

ラールとはイスラーム法上合法なことを意味し、決
して食べ物のみに使用される言葉ではない。しかし、
児童が身近に感じられることを前提にすると、食品
につけられているハラールマークから紹介すること
が良いのではないかと考えた。イスラームに関して
学習をした後に、アンケートで児童の考えを共有し
た。1つ目は「自分のクラスに、ヒジャブを着た友
達がいます。体育の時間でもそれを着けており、
プールの時も着けています。あなたどう思います
か。」、2つ目は「給食の時間ある1人のクラスメイト
は、宗教上の理由でいつもお弁当を持ってきていま
す。そのことについてどう思いますか。」である。「気
になる」「気にならない」「わからない」の3件法と
その理由を文章記述で回答してもらった。後半には、
ロヒンギャ難民の生活を配信した動画を世界人権宣
言第3条、第6条、第13条、第22条、第25条、第
26条と照らし合わせて視聴し、人権が守られている
のかどうかを回答してもらう活動を行なった。世界
人権宣言の条文を厳選したのは、全ての権利を照ら
し合わせると時間がかかり、動画を見ただけでは守
られているかわからない条文が存在したからである。
よって、難民問題に関連すると思われるものや動画
視聴から判断できるものをあらかじめ厳選した。
第4時では、「UNHCRと難民問題の現状」という
テーマで、オンラインにて国連UNHCR協会芳島昭
一氏に講義をいただいた。ゲストティーチャーの招
聘については、国連団体のホームページより出前授
業を提供している情報がたくさん存在するため、そ
れを活用した。講義では、難民問題解決に対する熱
い思いを最初の導入とし、難民となった子どもがど
のような悲惨な体験をしたのか。どのような暮らし
をしているのか。これらの内容について実際の写真
を使用し、児童に想像させながら説明していただい
た。
第 5時では、群馬県館林市の小学生がクラウド
ファンディングで行った難民支援活動を伝えた後、
自分たちが難民のためにできることについて考え、
英語でアウトプットした。考えたのは、「自分たちが
今できること」と「これからやってみたいこと」の
2つである。ロイロノートを使って自分の考えを英

図3　児童によるアラビア文字体験活動例
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語で表現し日本語で理由を記述した。そして、グ
ループトークで考えを共有し、全体ではロイロノー
トでお互いの意見を共有した。最終的には、それぞ
れが作成したものに英語を録音させて提出させ、評
価に使用した。

6．結果と考察
6. 1．言語の学びについて
外国語科の時間を使った実践であるため、筆者が
担当する授業はできるだけ英語を使用しながら進め
た。しかし、実際には内容理解に重点をおく必要が
あったため、CLILの手法でもあるトランスラン
ゲージを使用し、日本語と英語と両方の言語を使い
ながら進めた。言語能力がどのように高まったかに
ついては、第1単元・第2単元の内容を合わせてテ
ストを行なった。まず、聞き取りに関して、第1単
元の「人権」と第2単元の「難民」で扱った学習語
彙の意味が理解できるかを問うテストを行なった。
合わせて、表現に関して第2単元「難民」の単元の
最後の時間に、英語でアウトプットをさせて、表現
能力を測った。それら2つで言語の学びについて考
察してみたい。

Google Formを用いたテストでは、単語や英文の
意味を理解できるかを 92人に問うた。結果は上記
の図 4の通りである。平均が 9.37/12ポイント、中
央値が10/12ポイントである。問題は教師が言った
英語を聞き、その意味の日本語を選択する問題であ
る。最初は国名や米料理に使われるものは何かを選
択させたが、これらは5年生以下で学習済みのもの
が多く比較的簡単であったようだ。注目すべきは初
めて知った英語についての問題である。例えば、
human rights, refugee, Muslim, Buddhist, “ I can 
donate. ”“ I want to help refugees. ”の意味を問う
問題がある。human rights, refugeeの2つについて
は日本語の意味を記述させた。human rights は「人
権」が答えであるが 47人の 51％が正解している。
refugeeは「難民」が答えであり、64人の69％が正
解している。refugeeについては、「難民の人を助け
る」などの惜しい回答もあった。“I can donate. ”に

ついては、89人の 96.7％が、 “ I want to help 
refugees. ”については82人の89.1％が正解してい
る。
また、第2単元の5時間目に行なった言語活動で
は、ロイロノートで「自分たちが今できること」と
「これからやっていきたいこと」について考えさせ、
英語で表現させた。使用する英語表現はこちらから
示した。例えば、“ I can・・・” に続く言葉として、
study, donate, make a presentation about 
refugees, research, read newsである。また、“ I 
want to ・・・”に続く言葉としては、meet, help, 
donate, go to, talk to, work in である。言語活動で
は、教師から示された英語を元に表現している児童
がほとんどである。英語表現を録音させた音声デー
タとグループでの交流を振り返れば、初めて学んだ
言葉である donate, work in, study, meet, refugees
について、書かれたものを見ながらではあるが約 8
割の児童が正確に発音できている。
結果より、語彙の意味を問う問題では約半数の児
童しか正答していないが、“ I can donate. ” や “ I 
want to help refugees. ”の自分の考えを表す時に使
う英語表現に関しては正答率が高い。実際、自分の
意見を英語で表現する活動では、多くの児童が正確
に英語を発音できていた。つまり、言語活動におい
て、初めて学習する語彙を短時間で正確に発音でき
るようになったことを評価するのであれば、知識・
技能について学びがあったと言えるかもしれない。
思考・判断・表現については、与えられた表現を
使ってではあるが自分の意見を表現できている児童
がほとんどである。しかし、目標にもある「相手に
わかりやすく」という視点で考えると学びがあった
かどうかはわからない。主体的に学習に取り組む態
度に関しても、本当に自分ごと化されて表現してい
るかは、こちらが示した表現を使っている限りわか
らない。
小学校の外国語学習では、言語習得に関して繰り
返し聞かせて練習を何回も行い、慣れさせることが
大切だとされている。しかし、今回のような短時間
で知識・技能の学びが少し見られたのは、国際理解
教育の内容をテーマと設定し、学習内容に重点をお
いたCLIL実践の成果とも考えられるのではないだ
ろうか。

6. 2．地球市民意識の涵養について
地球市民意識を測定するものとして石森（2013）
を参考に小学生版を作成し、10項目を5件法で質問
し、4月と6月の2回実施した（Appendix 1）。そし
て、エクセルを用いて対応のある t検定を行い、比
較した。表5にはその結果を示す。なお、事前で欠
席した児童1名、事後で欠席した児童2名、どちら

図4　言語に関するテスト結果
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かでも欠席の児童は分析からは除外した。
表5の結果からわかることとして、質問①と⑩は
事前＞事後となり、②のみ事前＜事後という結果に
なっている。つまり、本研究の国際理解教育を内容
にした小学校外国語科でのCLIL実践では、地球市
民意識の涵養はうまく進まなかったことがわかる。
しかし、もう少し細かく分析すると、次の2点のこ
とが言えるのではないだろうか。

1点目に、「知識・技能」の項目にあたる②「人権
や平和問題を解決するために行われている活動を
知っている。」（地球的課題）については有意に向上
した（知識・技能②t(89)=-2.277, p=.02）。「人権を
守ったり、平和問題を解決したりするために行われ
ている活動を知っている」の質問項目のように、知
識として世界で活躍している団体のことは学習でき
たと感じる児童が多いことがわかる。この結果は、
国連UNHCR協会からのゲストティーチャーを招
聘したことが影響していると考えられる。なぜなら、
KH Corderによりゲストティーチャー講義後の感
想を見ると総抽出語数が 7800語となり、他の授業
後は 2000語前後であることと比べると、知識の習
得が進んだことに影響したことがわかるのではない
だろうか。

2点目に、「知識・理解」①「みんなが安全・安心
で、楽しい暮らしを送ることができる権利を持って
いること理解している。」（地球的課題）と「主体的
に学習に取り組む態度」⑩「学校や社会など身の回
りで起きている問題について考え、その解決のため
に友達やその他の人と協力しようとしている。」（地
球市民の自覚と責任、行動への意欲）の2つについ
ては有意に向上が見られなかったところに注目する

（知識・技能① t(89)=3.515, p=.00、主体的⑩
t(89)=2.220, p=.02）。知識・技能①「みんなが安
全・安心で、楽しい暮らしを送ることができる権利
を持っていること理解している。」については、世界
人権宣言を通して人権のことについては学習したの
にも関わらず、中程度の有意差で事後が低くなって
いる。これは、もともと平均値も高く、みんなが安
心して過ごす権利があることは知っていたが、世界
ではそうではない国が存在することを知り、その矛
盾からあきらめが生じていると推測する。
また、⑧「誰もが安心・安全な暮らしをするため
に、自分や友達の人格（性格など）や人権を大切に
しようとしている。」（異文化や多様性の尊重・寛
容）、⑨「世界や地域には、さまざまな文化やいろい
ろな人が生活していることを理解し、その多様性を
受け入れようとしている。」（多様性・多文化社会異
文化や多様性の尊重・寛容）、⑩「学校や社会など身
の回りで起きている問題について考え、その解決の
ために友達やその他の人と協力しようとしている。」
（地球市民の自覚と責任、行動への意欲）の質問項目
については、5件法とその理由を記述させた。統計
的に有意差が出た質問項目⑩についてKH Corder
を使用して共起ネットワークを示し、典型的な記述
を明らかにして比較する。なお、ポジティブグルー
プをその方法で検証すると、事前・事後で記述の内
容に大差は無かった。よって、ネガティブグループ
のみ共起ネットワークを示すこととする。
ネガティブグループでは、事前の総抽出語数は

201語で、事後の総抽出語数は346語であった。事
前・事後とも抽出語数が少ないため最低出現回数を
2回以上、集計単位を文と設定して分析を試みる。

表5　地球市民意識調査の結果（2021年４月と６月の比較）（n=90）

カテゴリー 質問 4月 6月 t値 自由値 有意確率 
（両側） 効果量(r)

知識・技能

① 4.333 3.766 3.515 89 .00　** .35(中)
② 4.077 4.311 -2.277 89 .02　* .23(小)
③ 4.477 4.4 0.829 89 .40 .09(なし)
④ 4.322 4.344 -0.189 89 .85 .02(なし)

思考力・ 
判断力・ 
表現力等

⑤ 3.655 3.533 0.991 89 .32 .10(小)
⑥ 3.933 3.844 0.6303 89 .53 .07(なし)
⑦ 3.433 3.233 1.387 89 .16 .15(小)

学び・ 
人間性等

⑧ 4.388 4.288 0.860 89 .39 .09(なし)
⑨ 4.111 4.322 -1.580 89 .11 .17(小)
⑩ 3.977 3.666 2.220 89 .02　* .23(小)

p < .01(**と示す）もp. < .05も有意(*と示す）
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図5より、事前の典型的な記述は次のとおりであ
る。
・ニュースで問題があるのは知ってるけど友達と
か他の人とかと一緒に解決しようとは、してな
いから。
・考えても、周りの人と、あまり協力したりしな
い

以上の記述から、知っていても考えるだけで、協
力して解決しようとはしていないという記述が典型
的であることがわかる。

図6より、事後の典型的な記述は次のとおりであ
る。
・身の回りで起きている問題が小さいことなら自
分たちで解決の為頑張ろうってできるけど自分

たちだけでは解決できないような問題は協力し
ようってならない
・身の回りの問題の解決とかは考えることとかは
できる、でもそのために動こうとかはあんまり
思えない ..協力が大事、大切なのはわかる ..け
ど今の私には無理かな..

問題の大きさによって、自分が解決できるかわか
らないから協力しないという考えを持っている児童
が典型的であることがわかる。
このネガティブグループの比較より、事前では解
決のために協力しようとしていないと述べていたこ
とが、事後になると解決できない問題は協力しよう
がないという考えに変化している。つまり、学習を
進める上で簡単に解決できない問題と出会い、解決
へ向けて行動したくてもできないという無力感やあ
きらめが生まれていると言えるのではないだろうか。
そして、その無力感やあきらめがあるが故に、事後
のポイントが下がったのではないだろうか。
また、有意に向上が見られなった結果や共起ネッ
トワークから抽出した典型的な記述より、自分ごと
化されていないこともわかるのではないだろうか。
この結果については、1学期のみの実践結果を考察
したことが影響していると考える。年間を通した実
践後の変化を検証する必要がある。また、体験的な
活動が入らなかったことも影響しているかもしれな
い。映像を視聴し、ゲストティーチャーを招聘した
が、それらは受動的な学びで終わってしまっている。
能動的な活動を工夫する必要がある。

6．終わりに
本実践では、CLILという手法を用いながら小学
校外国語教育で国際理解教育を行い、地球市民意識
の涵養を目指して実践した。成果としては、地球市
民意識の質問項目②「人権や平和問題を解決するた
めに行われている活動を知っている。」の項目は有
意に向上したため、内容目標の②「人権や平和問題
を解決するために行われている取り組みを知ってい
る。」については達成されたことだ。よって、地球市
民意識にも関連する知識の獲得は進んだと思われる。
次に課題としては、CLILという実践では児童の
言語能力をどのように向上させて評価するかを検討
する必要があることだ。今回の実践では、知識・技
能面での学びは少し見られたが、その他の観点につ
いて多角的に分析すると、学びがあったか明確に評
価できなかった。学習指導要領を参考に言語の年間
目標を設定し、扱った表現はそこまで難しくなかっ
たと振り返る。しかし、学習内容のレベルは少し高
かったため、外国語だけで進めることは難しく、母
語での説明がたくさん入ったり、児童が行う活動で

図6　postネガティブグループ［N13,E47,D.603］

図5　preネガティブグループ [N10,E26,D.578]
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も母語使用が多くなったりした。母語での説明が
入った結果、知識を培うことはできたと考えられる
が、思考・判断・表現などの観点においては、母語
使用が増えることによりどのような学びがあったか
正確に評価できなかった。実際、人権・難民をテー
マに児童がお互いに外国語でコミュニケーションす
ることは難しく、先行研究でも量的データの分析か
ら外国語運用能力が高まった結果は大学レベルであ
る（工藤 2019）。よって、小学生レベルでは、カリ
キュラムマネジメントを同僚と協働的に行なってい
く必要があるのではないだろうか。本研究は、筆者
が英語専科として進めたため、学習に十分な時間が
取れなかった。仮に担任であったとしても、外国語
科の時間のみで進めるのは厳しい。よって、内容の
学びを社会科や総合的な学習の時間など別の時間枠
で内容を深めて、その土台を元に外国語科で外国語
学習に時間を使うような教科横断的なカリキュラム
をより入念に検討していく必要がある。
そして、地球市民意識に関して有意に向上しな
かった項目が多かった。地球市民意識の質問紙調査
では、10項目中7項目は有意差がなく、有意差が出
たものには下がったものも含まれていた。この原因
は、解決へ向けて行動したくてもできないという無
力感やあきらめ生じたからであると考察した。また、
国際理解教育の内容理解についてうまく学習が進ん
でいないと捉えることもできる。加えて、質問項目
の語句が難しかったのかもしれない。今後の取り組
みでは、言語能力の向上と同様に、内容の理解に焦
点をあてた外国語科以外での学びと、自分ごと化を
感じさせる体験活動を取り入れたカリキュラムマネ
ジメントをしっかりと行っていく必要がある。また、
質問項目で使われているキーワードとなる語句は、
より小学生にわかりやすい語句を使用するか、詳細
な説明を付け加えて理解させる必要がある。しかし、
そもそも市民性教育は1学期間という短い期間では
達成されない。イギリスでおこなわれているシチズ
ンシップ教育も幼稚園から 18歳まで系統的なカリ
キュラムが組まれている。1学期という短い期間で
まとめるのではなく、通年を通した変化をこれから
検証していきたい。
本研究は、地球市民意識の涵養を目指した小学校
外国語教育での国際理解教育の可能性を模索した。
質問紙調査からは、少ない時間ながら効果を出した
項目も存在した。これからも他教科の連携をより深
いものとし、地球市民意識の涵養を目指して国際理
解教育の内容を取り入れ、言語と内容の学びのバラ
ンスが取れたCLIL実践を追求していきたい。
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APPENDIX１　石森（2013）を参考に作成した地球市民意識の質問紙調査における質問項目

カテゴリー 質問 質問内容

知・技

地球的課題
content 1 みんなが安全・安心で、楽しい暮らしを送ることができる権利を

持っていること理解している。

地球的課題
content 2 人権や平和問題を解決するために行われている活動を知っている。

自己理解・
自己認識
culture

3 人権や平和問題を、自分たちの身の回りとのつながりを感じるこ
とができる。

4 人権や平和問題を自分にも関係のある問題だと考えることができ
る。

思・判・表

コミュニケーション
能力
communication

5
人権や平和問題について、その解決に向けて自分は何ができるの
かを考え、ことばなどを通して友達やその他の人に伝えることが
できる。

批判的思考
cognition 6 身の回りのことについて、権利が守られていない場面があるかど

うかさまざまな立場や考え方から考えることができる。

情報収集・活用
communication 7 さまざまな問題について自ら調べ、必要な情報を集め、自分の考

えを相手にわかりやすく伝えることができる。

主体的に
学習に取り組む

態度

異文化や多様性の尊重・寛容
culture 8 誰もが安心・安全な暮らしをするために、自分や友達の人格（性

格など）や人権を大切にしようとしている。

多様性・多文化社会
異文化や多様性の尊重・寛容
culture

9 世界や地域には、さまざまな文化やいろいろな人が生活している
ことを理解し、その多様性を受け入れようとしている。

地球市民の自覚と責任、
行動への意欲
culture

10 学校や社会など身の回りで起きている問題について考え、その解
決のために友達やその他の人と協力しようとしている。

髙谷 文也
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